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（様式－３）小川水防拠点整備工事

常陸河川国道事務所

調査を実施した業者名・住所：冨士越建設（株） 栃木県那須郡那珂川町小川２７６２

調査の実施内容

項 目 内 容

１ その価格により 今回当該現場については、本社および倉庫より2～3kmの位置

入札した理由 にあり、共通仮設費、現場管理費、一般管理費の経費削減が十

分に行えます。又、当該現場については、平成13年以降 築堤

・護岸工事の施工実績が残り少ない年数になった為、築堤・護

岸工事の施工実績を確保する為に意欲を持って入札に参加しま

した。

①労務費について

労務に関して、当社の作業員を供給する予定であり、作業

員は当該現場より１時間以内に居住しているので安定的に確

保できます。

②手持ち工事の状況

現在対象工事に関する手持ち工事の状況は４件あり、共通

仮設費、現場管理費、一般管理費に不足が発生した場合は、

手持ち工事より補填いたします。なお、３件とも本年度中に

完了する予定であり、当該工事に早急に着工できるよう作業

員を確保できます。

③当該工事現場と事務所･倉庫との関係

当社は、那珂川町小川に本社が有り、当該現場まで2～3km

の所に位置し、契約対象工事現場箇所は施工地盤として有利

な範囲にあります。又、資機材等を供給する倉庫も同様に、

。当該現場から2～5kmの所に4箇所ある為､経費削減が行えます

④下請会社等の協力

外注は、クレーン、ダンプトラック、張芝を予定しており

ます。当社において、大川重機(クレーン)、阿久津建材(ダン

プトラック)とは協力会社の関係で取引実績を持っており、今

回の契約対象工事においても同じ町内の為､経費削減が行える

こともあり特段の協力体制を得ています。
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２ 契約対象工事付近 ・道路改良工事 小砂小口線その１(緊急整備)

における手持工事 烏山土木事務所 H21.10.19～H23.4.30 \37,065,000

状況 ・道路改良工事 294号小川湯津上BPその２(国庫道改)

烏山土木事務所 H21.10.19～H22.3.19 \41,475,000

・道路舗装工事

那珂川町 H21.12.11～H22.3.19 \22,995,000

・町営谷田住宅 浄化槽設置工事

那珂川町 H22.1.6～H22.3.19 \37,065,000

３ 契約対象工事に 無し

関連する手持工事

状況

４ 契約対象工事箇所 ･冨士越建設本社から対象工事現場まで・・・・・・・・2.0km

と入札者の事業所、 ･冨士越建設本社から冨士越建設第一資材置場まで・・・0.4km

倉庫等との関連 ･対象工事現場から冨士越建設資材置場まで・・・・・・2.4km

品名（規格）５ 手持資材の状況

土のう袋

ブルーシート

トラロープ

敷鉄板(1500*6000*22)

敷鉄板(1500*3000*22)

再生砕石(RC100)

再生砕石(RC40)

仮設フェンス(1800*1200)

単管バリケード(250)

単管(4000)

単管(2000)

(資材名) (数量) (購入先) (所在地) (関係)６ 資材購入先及び

ﾌﾞﾛｯｸﾏｯﾄ 4185m2 Ａ社 那珂川町白久 永年取引業者購入者と入札者の

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ 1256本 Ａ社 那珂川町白久 永年取引業者関係

野 芝 1570m2 Ｂ社 高根沢町石末 永年取引業者
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(機械名称) (規格) (利用状況)７ 手持機械数の状況

ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.45m3等 未稼働

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ 8t～20t 未稼働

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t車､4t車 稼働中

ﾕﾆｯｸ車 4t車2.9t吊 未稼働

回送車 10t車 未稼働

水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 2～8ｲﾝﾁ 未稼働

ﾌﾟﾚｰﾄ 未稼働

ﾗﾝﾏｰ 60kg 未稼働

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ 未稼働

ﾌﾞﾚｰｶｰ 0.4m3用 未稼働

自社と協力会社で対応８ 労務者の具体的

供給見通し

９ 過去に施工した 過去５年間（Ｈ１６～Ｈ２０年度）の公共工事の実績

公共工事名及び 国土交通省関東地方整備局 １件

発注者 栃木県 １４件

那珂川町 ９件 合計２４件

10 経営内容 特に問題なし

11 １から10までの ・これまでに数多くの公共事業を受注しており、それらの工事

事情聴取した結果に 内容、評価においては特に問題無かった。

ついての調査検討 ・官積算に対する比率は工事価格で64.4%と低いものの、自社社

員の積極的活用、永年取引会社の協力体制、地理的優位性など

から施工に足る価格と判断することができた。

・一般管理費の比率も62.1%と低いものの、これまでの工事施工

実績、経営状況、信用状況から判断して、本工事が極端に会社

経営を圧迫するものではないと考えられる。

・施工管理体制・品質管理体制においても明確な方針が打ち出

されていた。また、仮に施工時期が非出水期に変更されても受

注意欲は変わらないことを確認した。

・地元への貢献、企業としての誇り、受注意欲などがヒアリン

グを通して窺い知れた。
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12 ９の公共工事の (工事件名) （評点）

成績状況 谷田地先緊急災害復旧 (H10) ７８点

小川上盛土工事 (H11) ７７点

谷田(下)護岸工事 (H11) ７３点

谷田護岸災害復旧工事 (H11) ７２点

小川上築堤工事 (H13) ６９点

城東低水護岸工事 (H15) ７５点

13 経営状況 非公開

14 信用状況 支障なし

15 その他の必要な なし

事項


